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 第潅報末梢血好塩基球検査による性中枢機能検査法
 ホルモン性疾患翁よび間脳下垂体疾患の診断には視床下部一下垂体系の機能検査の持つ意義が
 大きいことは諸家のひとしく認めるところであるが,臨床的に使用し得るような検査法がまだ登・
 場していない。教釜の白岩はわが教室で開発したグルコンサン銅が八体応閑が出来,しかも視床
 下部刺激剤であることに着目し,グルコン酸銅静注により変化する尿中ユu七e亘izinghOr-
 mon(LH)を測定し,その変化型から間脳一下垂体系機能を検査する方法を考按した。即ち,
 銅塩静注後のLHの態度を上昇型,下降ないし不変型に分けると,前者は間脳下垂体機能正常な
 ものに現われ,後者は無月経などの存在する機能不全なものに現われることを報告している。た
 だ,尿中LH測定は必ずしも容易ではなく,臨床的にはより簡易な方法が望まれるので,筆者は
 LH測定に代えるに末梢血好塩基球測定によって間脳機能ことに性中枢機能を検査し得るのでは
 ないかと云う推定のもとに,本実験を行った。
 1)〔E常婦人の末梢血液中の好塩基球を稲垣によって改良された直接算定法によって測定して
 山内変動,日差変動かよび年令別変動を観察したが何れにも有意差力褪められなかった。
 2)静注グルコン酸銅ははじめ巳0、25%200㏄(25恥9)を点滴静注したが,後には使用
 上の便もありα5%5㏄〔25耽9)の静注に変えた。
 3)正常婦八15例にロ.5%グルコノ酸銅5㏄静注しても好塩基球数は不変であった。
 4)機能性無月経婦八25例について同様の検査を行ったところ,12例は好塩基球像不変て
 あったが,他は増加ないし減少の変化が認められた。
 5)〔E常婦人のうちにぱ銅塩静注により好塩基球像は変化せぬのに尿中LH検査では間脳下垂
 垂tく倣能低下型を呈するものが4例も認められたが,これはすべて尿中17-KSまたは尿中17-
 OHCSの低値か認められた0
 6)機能性無.月経婦人のうち銅塩静注により好塩基球像が不変す左わちIE常型を示した姻)か
 かわらず尿中LH検査では間脳下垂体機能低下型を呈するものが5例認められたが,これらもす
 べて尿中17-KSまたは17-OHOSの低値が認められた。
 7)0.5%グルコン酸銅液5㏄を静注した際の好塩1基球像を検することは間脳ことに性rコ枢の
 機能検査法として使用に耐えるものと思われた。但し,本法は下垂体副腎系の機能にも影響を受
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 けるので,機能性無月醗婦人などに嗣いで正常値を得たときは同系統の懐能検査もすることが必
 要である。
 第2報結合型エストロゲン投与による視床'下部一下垂体系機能検査法
 第1報で簡易検査法を報告したがこの際使用するグルコン酸銅の静注はその後になって溶血
 などの副作用を示すこともあることか判明し,使用が躊躇された。また・教室の福島ガラット卵
 巣のアスコルビノ酸減少法を明いる高感度の尿中LH測定法を開発したので,第1報の方法より
 より安全より確実な方法を見出すべく,以下の実験を行った。
 1)投与する結合型エスト・グン(ブレマ1,ン)の量は種々検討の結果,O.625肌身/臼が
 適当であった。
 2)第1,第2臼は対照期とし,第5～第8日は毎日ブレマ1,ンロ.625耽9宛経口投一与する
 のでこれを投一与、期とし8日間毎日24時間尿を採取し,その各たにつきALBERTのfr乱。-
 tionBに相当する抽出法を行った後,ラットの卵巣'アスコルビン酸減少法でLHを測定した。
 なむ,この程度のブレマ11ン投与では〔E常婦人,異常月経婦人を問わず尿中FSHには全く影響
 を及ほさなかった0
 3)正常月経周期を有する婦八8例について,この方法により尿中LHを測定して行くとブレ
 マ11ン投一与から5～4日〔第5～6日)にかけて尿q・LHは僅かに増量するが・対照期の値に比
 べて推計学的に有意差ではなかった。ずなわち,最も増加した例でもNエH-LH・S6!嬉m/'24
 時間相当で10μgm/24時闘を出なかった。この瞭,実験が月経周期の増殖期後半にわたるの
 でFSH作用の影響が考えられる。この点について検討を行ったがFSH準備状態の存否に関係
 なも正常婦人ではブレマリノ匠よるLH増量が認められなかった0
 4)・月経周期異常のある婦人6名につき本法を実施するに4例ではブレマ11ン投与5～4日に
 かけてLHが推計学的に有意の増量を示した。このときの増量値の平均は64μg鵬/24時間にも
 達した。LH増加を示さなかった2例のりち,1例は尿崩症を伴う下垂体機能減退症,1例は原
 発無月経であった0
 5)本法はすぐれた間脳一下垂体系機能検査法であることを知った。ただ,卵巣アスコルビン酸
 減少法はその精度にお・いては理想的であるが,時間と経費を要する点に唯一の難点がある。臨床
 的には第1報の方法で大凡の検査をなし,更に精密な検査を要するときに第2報の方法に依るのが
 よいと考える。
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 審果結果の要旨
 ホルモン性疾患於よび間脳下垂体疾患の診断には視床下部一下乖体系の機能検査法のもつ意義
 は大さいが,臨床的に使用レ得る上うな検査法として認められるものはまだたかった。先に著者
 (D属一ずる教室の白岩は教'率て開発したグルコン酸銅が人体応.甲が可能であり,しかも・視床下部声ll
 激剤であることに着iヨし,これ.を静注したときの尿中ユutonizing}10rmOn(1・U)の変
 1ヒから,視床下部一下垂体機能検査法を案出1..た。しかし尿中L亘測定は必ずしイ)容易でたいの
 で著者ぼ'LH測定に代うるに末梢且往好塩些球測定することによつて視床下部機能を換査しょうと
 試みた。
 1)無処置正常婦人の血中好塩基球に轄,目附変動,日差変動,年令による差は認められず,正
 常妬1人にO.5%グルコン酸銅液をi浄注しても好塩基封こは変1ヒし左・)・つた0
 2)機能院無月経硝入25例の・)ら15鯛{崔銅,塩静注にユ'り好塩・1'ξ球が増減いずれ.かに変動し
 た0
 5)好.塩チ、寒球による司定とLH鋤!一考1・⊂よる→・・咳ヒがくい瑛うぐ}・・:1・)」二・何れ.も尿中17-K自または
 17-OHGSの・氏frぎを盲想・1今た。す'な才)ら,課1腎皮峯〔機倉旨f氏'下葎彗ヒご陽ミOナにt盛岡垢訂欝注後C凄子」猛基封≧算
 定により勢乱飛下鵡討残肴i三半ll笈ヌ霊1量・ンニつこと葦≧づ肩1つた。
 さらに著者は教室の福島が1}1駐荒し・1'こラットfliJ巣アスコノレビン蔽減少ミ嬉'ゴニ.1二る高感度のLH測定
 法と少量ブレマリン経口投与が丁・Hを斐1ヒせし記・
 を案出した。
 4)正常周期婦人8例にプレマリンP.625mgを6日間投与してミ、泉水LHは有意の増量をせ
 ぬカ{,異常月1将…周某月のある柘}入6イ列て耳ゴその4・1テ1鉢・ごしHの遷il沸を、i型め,ホ〔浸ミは白τ岩濯モとは上ヒ1絞るて
 ならぬ程の正確さを持つ視床下部一下垂体機能検査法であることを認めた。
 著者の研究は視床下部一下垂体系機能検査法として画期的疫ものと左ろことが期待され十分学
 位授一与に価するものと判定した。
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